
鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
事
情

は

じ

め

に

本
稿
は
､
鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
力
と
収
支
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
｡
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
で
あ
-
､
執
権
北
条
氏
に
次
ぐ
実

力
を
持
つ
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
足
利
氏
の
経
済
力
に
つ
い
て
は
､
先

行
研
究
の
中
で
は
主
と
し
て
財
源
で
あ
る
所
領
の
問
題
に
関
心
が
絞
ら
れ
て
き

た
｡
『
倉
持
文
書
』
所
収
の
足
利
氏
所
領
奉
行
香
文
は
'
鎌
倉
後
期
の
足
利
民
本

宗
家
の
所
領
構
成
を
示
し
て
い
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
､
こ
の
史
料
か
ら
は
､

足
利
氏
が
掌
握
し
て
い
た
上
総
二
二
河
両
国
の
守
護
職
の
他
､
諸
国
に
散
在
す

:o:

る
所
領
六
郡
と
三
〇
荘
郷
保
等
を
検
出
で
き
る
｡
こ
の
所
領
数
は
'
北
条
氏
に

(
2
)

は
遠
-
及
ば
な
い
も
の
の
､
他
御
家
人
と
比
べ
れ
ば
遥
か
に
多
い
方
で
あ
-
､

こ
の
こ
と
か
ら
｢
鎌
倉
末
期
の
足
利
氏
は
､
源
氏
の
嫡
流
と
し
て
御
家
人
の
間

に
高
い
声
望
を
得
て
い
た
ば
か
-
で
な
-
､
そ
の
経
済
的
基
盤
に
お
い
て
も
'

北
条
氏
の
も
の
に
は
及
ぶ
べ
-
も
な
い
が
'
一
般
御
家
人
に
ぬ
き
ん
で
て
い
た

m

と
い
え
よ
う
｣
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
｡

鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
事
情

田
　
中
　
奈
　
保

こ
の
よ
う
に
､
先
行
研
究
で
は
足
利
氏
の
経
済
力
に
つ
い
て
主
に
収
入
の
側

面
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
訳
で
あ
る
が
'
多
数
の
所
領
を
持
ち
経
済
的
基
盤
に

恵
ま
れ
て
い
る
領
主
で
あ
っ
て
も
'
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば

家
政
機
関
の
経
営
に
支
障
を
き
た
す
｡
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
る
な

ら
ば
､
そ
の
家
政
機
関
が
ど
の
程
度
の
収
支
状
況
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
た

か
を
知
る
必
要
が
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
､
本
稿
で
は
､
足
利
氏
の
財
政
に
つ

い
て
支
出
の
側
面
か
ら
考
え
て
い
-
こ
と
に
す
る
｡
足
利
氏
の
経
済
力
は
､
ど

の
程
度
の
出
費
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
｡
ま
た
､
支
出
に
お
け
る
重

点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
｡
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
収
入
の
側
面

か
ら
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
問
題
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
｡三

早
で
は
､
開
院
内
裏
造
営
⊥
ハ
条
八
幡
宮
造
営
に
お
け
る
関
東
御
公
事
及

び
北
条
貞
時
二
二
回
忌
供
養
仏
事
に
か
か
っ
た
出
費
を
も
と
に
､
足
利
氏
の
経

済
力
が
幕
府
内
で
ど
の
程
度
の
水
準
に
あ
っ
た
か
を
考
え
る
｡
二
幸
で
は
､
足

利
荘
鎮
阿
寺
で
開
催
さ
れ
た
足
利
氏
の
遠
忌
仏
事
に
か
け
ら
れ
た
費
用
に
つ
き

l
七



検
討
す
る
こ
と
で
､
足
利
氏
の
家
政
機
関
が
ど
の
よ
う
な
収
支
状
況
に
基
づ
い

て
運
営
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
｡

第
一
章
　
関
東
御
公
事
･
得
宗
家
仏
事
に
お
け
る

出
費
に
つ
い
て

本
章
で
は
､
鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
力
が
ど
の
よ
う
な
水
準
に
あ
っ
た
か
､

具
体
的
な
数
値
等
を
も
っ
て
他
御
家
人
と
比
較
で
き
る
史
料
を
積
極
的
に
活
用

し
て
検
討
す
る
｡

第
一
節
　
関
東
御
公
事

ま
ず
は
､
延
長
二
年
(
〓
1
五
〇
)
　
閑
院
内
裏
造
営
に
お
け
る
関
東
御
公
事

に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
開
院
内
裏
は
'
承
元
元
年
　
1
1
1
〇
七
)
　
に
焼
亡
し
た

が
鎌
倉
幕
府
の
負
担
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
｡
建
長
元
年
(
二
一
四
九
)
　
に
再

'
-
r
I

び
焼
亡
し
た
際
も
幕
府
側
の
全
面
的
出
費
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
､
こ
の
時
幕
府

御
家
人
に
割
-
当
て
ら
れ
た
目
録
が
､
｢
開
院
内
裏
造
営
雑
事
日
録
｣
と
し
て

E
サ

『
吾
妻
鏡
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
に
よ
る
と
､
足
利
義
民
に
は
小
御
所
造

営
が
割
-
当
て
ら
れ
て
い
る
｡

小
御
所
は
角
御
所
と
も
い
い
､
御
所
主
人
以
外
の
皇
族
の
専
用
御
所
と
し
て

使
わ
れ
た
建
物
で
あ
る
｡
『
吾
妻
鏡
』
所
載
の
日
録
に
お
い
て
は
'
紫
恵
殿
が
お

そ
ら
-
最
も
格
式
の
高
い
建
物
と
い
う
理
由
で
最
初
に
記
さ
れ
'
次
い
で
清
涼

殿
､
仁
寿
殿
､
宜
陽
殿
､
校
書
殿
､
春
興
殿
､
五
節
所
'
小
御
所
の
順
で
記
さ

一
八

:ra

れ
て
い
る
｡
開
院
内
裏
の
小
御
所
の
広
さ
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
､
参

考
ま
で
に
冷
泉
富
小
路
殿
の
小
御
所
の
規
模
に
つ
い
て
述
べ
る
と
､
｢
桁
行
七

間
'
梁
行
四
間
の
大
き
さ
を
も
ち
｣
｢
二
間
に
五
間
の
母
屋
に
四
周
一
面
の
庇
が

(
7
)

つ
い
た
い
わ
ゆ
る
五
間
四
面
屋
｣
　
で
あ
る
と
い
い
､
開
院
内
裏
の
場
合
も
こ
れ

に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

『
吾
妻
鏡
』
に
は
各
殿
舎
等
の
造
営
費
用
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
'
小
御
所
は

金
額
で
考
え
る
と
ど
の
程
度
の
負
担
な
の
で
あ
ろ
う
か
｡
『
双
紙
要
文
』
紙
背
文

'
v
'
}

書
四
号
に
よ
れ
ば
､
千
葉
介
跡
　
(
千
葉
亀
若
丸
)
　
に
あ
て
ら
れ
た
｢
二
間
の

対
｣
　
で
あ
る
西
村
造
営
に
か
か
る
費
用
が
軽
-
五
〇
〇
貫
を
超
え
て
い
る
こ
と

(
9
)

が
わ
か
る
｡
西
村
は
小
御
所
よ
-
も
広
い
が
'
目
録
に
は
小
御
所
の
方
が
西
村

よ
-
前
に
載
せ
ら
れ
て
お
-
､
建
物
の
格
式
と
し
て
は
小
御
所
の
方
が
上
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
｡
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
､
小
御
所
造
営
費
用
も
少
な
く
と
も

五
〇
〇
貫
相
当
'
或
い
は
そ
れ
以
上
か
か
る
重
い
負
担
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
｡

次
に
､
建
治
元
年
(
〓
1
七
五
)
　
六
条
八
幡
宮
造
営
に
際
し
足
利
氏
が
負
担

し
た
金
額
を
見
て
み
よ
う
｡
六
条
八
幡
宮
は
､
も
と
も
と
源
義
家
邸
の
1
角
に

八
幡
神
が
勧
請
さ
れ
て
作
ら
れ
た
社
で
あ
っ
た
が
'
頼
朝
以
降
に
本
格
的
な
体

裁
が
整
え
ら
れ
､
幕
府
の
篤
い
保
護
を
受
け
た
｡
文
治
二
年
(
二
八
六
)
　
に

社
殿
の
造
営
が
行
わ
れ
､
そ
の
後
二
度
の
回
禄
の
為
､
承
元
二
年
(
一
二
〇(S)

八
)
･
建
治
元
年
　
(
〓
1
七
五
)
　
に
も
幕
府
を
中
心
に
造
営
事
業
が
行
わ
れ
た
｡

『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
』
所
収
建
治
元
年
五
月
日
付
造
六
条
八
幡
新

宮
用
途
支
配
に
よ
る
と
'
諸
国
に
賦
課
さ
れ
た
造
営
料
の
総
額
は
六
六
四
一
貫
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表1　閑院内裏造営･六条八幡宮造営における関東御公事賦課表

開 院 内裏 造 営 時 の月武言果内 容 と役 負 担 者 六条八幡宮造営時の役負担者 と月武課額 (貫 )

1 紫 哀 殿 相 模 守 (北 条 時 頼 ) 最 明寺 (北 条 時頼 ) 跡 5 0 0

2
一骨涼 殿

甲斐 前 司 (長 井 泰 秀 ) 長井左衛 門大夫入道 (長井泰秀)跡 18 0

3 駿 河 入 道 (北 条 有 時 ) 駿 河 入道 跡 6 0

4 仁 寿 殿 修 理 権 大夫 (北 条 時 房 ) 跡 イ疹理 権 大 夫 跡- 30 0

5 二宜陽殿 陸 奥 守 (北 条 重 時 ) 陸奥 入 道 (北条 重 時 ) 跡 30 0

t> 校 書 殿 筑 後 入 道跡

7 春 興 殿 遠 江 入 道 (名 越 朝 時 ) 跡 遠 江二入 道 跡- 20 0

8 五節 所 秋 田城 介 (安 達 義 景 ) 城 入道 (安 達 義景 ) 跡 1 5 0

9 小御 所 足 利 左 馬頭 入道 (足 利義 民 ) 足 利 左 馬 頭 入 道 B亦 2 0 0

10 釣殿 前 右 馬 権豆巨 (北 条 政 村 ) 左 京権 大 夫 (北 条 政村 ) 跡 20 0

ll こilj.A P f 隠岐 入 道 (二 階堂 行 村 ) 防 隠 岐入 道 跡 10 0

12 陣座 井 東屋 大 友 豊 前前 司 (大 友 能直 ) 跡

13 軒廊 佐 々木 三郎 兵 衛 入 道 跡

14 弓場 殿 近 藤 中務丞 跡 ui市 中 fft i s 5

15 弓 場殿 渡廊 易ヾ桟 輩 湯 浅 入道 (湯 浅 宗重 ) 跡 6

16 宮御 方 東 涯廊 長 沼 淡 路 前 司 (長 沼 宗政 ) 跡 淡路 前 司 跡 5 0

17 同 西渡 廊 小 沢 女 房

18 北小 廊 伊 東 大 和前 司 (伊 東 祐時 ) 伊 東 大 和 前 司跡 6 0

19 北 面御 車 寄 上 野 入 道 (結 城 親 光 ) 上 野 入道 跡 8 0

2 0 ∃ヒ文才 葛 西 壱 岐 入道 (葛 西 清重 ) 跡 葛 西 伯 著 前 司 (葛 西 清 親 ) 70

2 1 北御 台 盤所 足 助 太 郎 (足 助 重 方 ) 足 助 佐 渡 前 司 (足 助 重 方 ) 6

2 2 西 対 千 葉 介 跡 (千 葉 頼 胤 ) 千 葉 介 (千 葉頼 胤 ) 1 0 0

2 3 西 二村 宇 都 宮 入 道 (宇 都 宮 頼綱 ) 宇都 宮 入 道 跡 3 0

2 4 又 ]ヒ対 ノ､ 間 イ言渡 民 部 入 道 (二 階 堂行 盛 ) 信 濃前 司 (二 階 堂行 盛 ) 跡 10 0

2 5 ｣ L f .i祥叫 島津 豊 後 前 司 (島 津 息久 ) 跡 嶋津 豊 後 前 司跡 10

2 6 同西屋 周 防前 司 入道 (宇 都 宮朝 親 ) 周 防 入道 (宇都 宮 朝 親 ) 跡 3 0

2 7 御厨 子 所 中条 出羽 前 司 (中条 家長 ) 臥 中条 出羽 前 司跡 10 0

2 8 西 一対一7度廊 常 陸大 操 跡

2 9 御 台 盤所 J､蝣?:-サc即

3 0 清 涼殿 与 一 対造 合 御 物 宿 河津 伊 豆 前 司跡

3 1 宮 御 方侍 佐 盲度前 司

3 2 本 所 押 垂 斎 藤左 衛 門尉 跡 押 垂 斎 藤 左 衛 門尉 跡 1 5

3 3 蔵 人所 摂 津 前 司 宇 佐 美 也

3 4 釜 殿 土 屋 入 道跡

3 5 宮御 方束 扉 中 門井 ノ弄十 四 間 隠岐 次 郎左 衛 門尉

3 6 小 耳御所 北 昇 三 間 那 珂 左 衛 門 入道

3 7 (蔵 人 町後 扉 廿五 間の 内 ) 十 五 間 伊 達 入道 (伊 達 朝 宗 ) 跡 伊 i重入道 跡 2 5

3 8 (蔵 人 町後 f弄廿五 間の 内 ) 十 間 安 穏 薩 摩 前 司 (伊 東 祐長 ) 伊 東 薩 摩 前 司 (伊 東 祐 長 ) 跡 3 5

3 9 日花 門 近 江 入道 (佐 々木 信 綱 ) 防 近 江 入 道 跡 70

4 0 m i"] 矢 野 和 泉 前 司 (天 野 政景 ) 跡 矢 野 和 泉 前 司跡 7 0

4 1 殿 下 直鹿 豊 前 前 司 田代 豊 前 前 司跡 3

4 2 同西対 下 野 入 道 (小 山朝 政 ) 跡

小 山下 野 入 道跡 12 0
4 3 同西南 渡 廊 同 人

4 4 同南 上下 門 同 人

蝣l.サ 同南 西北 犀 井犀 門 同 人

蝣Io 東 四 足左 衛 門 陣 佐 原 遠 江 前 司跡

4 7 西 四 足右 衛 門陣 足 立 左 衛 門尉■(足 立 元晴 ) 跡 足立 八郎左衛 門尉 (足 立元晴 )跡 2 0

4 8 4i l* 草 野 大 夫跡

4 9 州 tM il' 大 事 少 弐 (藤 原 為イ左) 大 牢 少 弐 入 道 (藤 原 為 佐 ) 跡 6 0

5 0 縫 殿二陣土 平 門 但 馬 次 郎左 衛 門尉

5 1 才甲小 路面 土 乎 門 内藤 左 衛 門尉 (内 藤 盛時 ) 跡 内藤 肥 後 前 司 (内藤 盛 時 ) 跡 2 0

5 2 油 /J､路面 土 平 門 伊 賀 式 部 入道 (伊 賀 光宗 ) 伊 賀 式 部 入 道跡 2 5

5 3 亨也扉耳喬 大 和 入 道 跡

5 4 霜 台 東 備 後 前 司

5 5 掃 部 寮戸 屋 網 島左 衛 門 入道 網 島左衛 門 入道 跡 7

人名比定は註10論文を参考に私見を加えた｡



で
､
そ
の
三
分
の
二
の
金
額
を
　
｢
鎌
倉
中
｣
　
に
分
類
さ
れ
た
有
力
御
家
人
が
負

(3)

担
し
て
い
る
｡
造
営
料
全
体
の
内
'
北
条
一
門
が
負
担
し
て
い
る
の
は
合
計
一

六
四
〇
貫
で
､
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
｡
｢
鎌
倉
中
｣
の
足
利
氏
惣
領

(
足
利
左
馬
頭
入
道
(
義
民
)
跡
)
と
諸
国
の
庶
流
に
割
-
当
て
ら
れ
た
金
額
は
'

(2)

義
民
跡
に
二
〇
〇
貰
､
庶
流
に
三
〇
貫
で
､
合
計
で
二
三
〇
貫
と
な
る
｡

開
院
内
裏
造
営
役
で
五
〇
〇
貫
以
上
を
負
担
し
て
い
た
千
葉
介
跡
も
｢
鎌
倉

中
｣
に
分
類
さ
れ
一
〇
〇
貫
を
割
-
当
て
ら
れ
て
い
る
が
､
諸
国
の
千
葉
一
族

の
分
を
合
計
す
る
と
総
額
二
九
二
貫
の
負
担
で
あ
る
｡
庶
流
も
含
め
て
計
算
す

る
と
足
利
氏
よ
-
も
千
葉
氏
の
負
担
額
の
方
が
大
き
い
が
'
惣
領
の
み
で
比
較

す
る
と
足
利
氏
の
負
担
額
の
方
が
大
き
い
｡

義
氏
跡
の
負
担
し
た
二
〇
〇
貫
は
､
最
明
寺
跡
　
(
北
条
時
宗
)
　
の
五
〇
〇
貫

と
陸
奥
入
道
跡
(
塩
田
義
政
)
　
及
び
修
理
権
大
夫
(
北
条
時
房
)
　
跡
の
三
〇
〇

貫
に
次
ぐ
金
額
で
あ
る
｡
惣
領
の
負
担
に
限
定
す
れ
ば
'
外
様
御
家
人
の
中
で

は
足
利
氏
に
割
-
当
て
ら
れ
た
額
が
最
も
大
き
い
｡
御
家
人
役
の
賦
課
基
準
は

(2)

所
領
規
模
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
史

料
か
ら
は
'
足
利
民
本
宗
家
の
経
済
力
が
外
様
御
家
人
の
中
で
最
も
高
い
水
準

に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

開
院
内
裏
造
営
の
あ
っ
た
延
長
年
間
に
は
､
関
東
御
公
事
の
賦
課
方
式
が
あ

る
程
度
固
定
化
さ
れ
､
建
治
年
間
の
六
条
八
幡
宮
造
営
に
お
い
て
も
'
基
本
的

(3)

に
は
建
長
の
基
準
に
従
っ
て
負
担
額
が
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
し

か
し
建
長
と
建
治
の
二
つ
の
注
文
を
比
べ
て
み
る
と
'
実
際
に
は
建
長
の
賦
課

率
は
建
治
の
注
文
に
厳
密
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
｡
例
え
ば
､
開
院

二
〇

内
裏
造
営
で
蔵
人
町
後
犀
二
五
間
の
内
一
五
間
を
当
て
ら
れ
た
伊
達
入
道
跡
は
､

六
条
八
幡
宮
造
営
で
は
二
五
貫
の
負
担
で
あ
る
が
､
同
じ
-
蔵
人
町
後
犀
二
五

問
の
内
一
〇
間
を
当
て
ら
れ
た
安
積
薩
摩
前
司
は
､
伊
達
よ
-
五
間
狭
か
っ
た

け
れ
ど
も
'
建
治
に
な
る
と
伊
達
よ
-
一
〇
貫
多
い
三
五
貫
の
負
担
と
さ
れ
て

い
る
｡

賦
課
基
準
の
変
化
は
､
延
長
か
ら
建
治
の
間
に
そ
の
1
族
に
所
領
数
の
よ
う

な
経
済
的
要
素
あ
る
い
は
政
治
的
な
勢
力
の
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆

(S)

す
る
｡
し
か
し
足
利
氏
の
場
合
は
､
建
長
と
建
治
そ
れ
ぞ
れ
の
造
営
役
の
負
担

内
容
を
見
る
と
'
賦
課
率
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
北
条
氏
に
次
ぐ
大
き
さ
で
設
定
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

第
二
節
　
元
亨
三
年
北
条
貞
時
二
二
回
忌
仏
事

元
亨
三
年
(
二
二
二
三
)
一
〇
月
二
六
日
'
円
覚
寺
に
お
い
て
北
条
貞
時
の

一
三
回
忌
供
養
仏
事
が
行
わ
れ
た
｡
法
会
の
規
模
は
､
『
円
覚
寺
文
書
』
所
収

(S)

｢
北
条
貞
時
十
三
年
忌
供
養
記
｣
に
よ
れ
ば
'
四
〇
〇
〇
貫
も
の
析
足
が
設
定
さ

れ
た
盛
大
な
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
得
宗
御
内
人
や
北
条
一
門
､

外
様
御
家
人
ら
に
よ
る
進
物
は
莫
大
な
額
に
の
ぼ
-
'
総
勢
1
八
二
人
よ
-
､

砂
金
二
五
六
〇
両
･
太
刀
一
〇
四
腰
･
銭
四
四
五
〇
貫
･
馬
九
〇
疋
･
鞍
五

八
･
小
袖
絹
一
〇
〇
･
御
衣
二
領
･
被
物
二
重
が
進
物
と
し
て
贈
ら
れ
た
｡

進
物
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
､
基
本
的
に
は
当
時
の
幕

府
に
お
け
る
家
格
の
高
さ
や
実
力
､
及
び
得
宗
家
も
し
-
は
貞
時
個
人
と
の
関

係
の
深
さ
に
比
例
し
て
､
高
額
に
な
っ
て
い
る
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
目
録
の
内



鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
事
情

表2　北条貞時一三回忌供養仏事における進物献納者表

進物 献 寿内者 人名 上ヒ走 分 類 銭 (貫 ) 砂 金 (両 ) その イ也 ｣ a ォ

イ■参理 権 大夫 殿 金 沢 貞 顕 ]ヒ条 氏 1 00 銀 剣 1 ■馬 1 疋 弟 子 占右横 被 手丁オ支

長一崎左 衛 門入 道 長 山有高 綱 得 宗 被 官 300 一一毒 1 疋 神 力 品3 0貰

諏方 左 衛 門入 道 諏 訪 宗 経 得 宗 被 官 100 徳 行 品 10貫

工藤 二 郎 右衛 門 別ー 二〔藤 貞 祐 得 宗 被 官 50 銀 剣 1 ■馬 1 疋 妙 音 品 10貫

安芸 イ曽正御 房 ]ヒ条 氏 5 0 銀 車lJ 1

TS可曾 普 賢殿 ド可や "1'ri"I'† ∃ヒ粂 氏 1 00 人 言己品捧 物 3 0貰

大牢 少 弐 ■い∵し山 t!-. 少 弐 氏 1 00

上 野前 司殿 金 沢 時 直 ∃ヒ条 氏 100
K m斗1 椅iI"H f] l艮 Z特高 資 得 宗 被 官 5 0 太 刀 1 ●馬 l スE

ヰ目模 新 左 近大 夫 ニ】守監 殿 ∃ヒ粂 氏 50 銀 剣 1 一馬 1 疋 イヒ城 帽記品捧 物 30貫

頁旨野別 当 定遍 芳賀野 別 当 20 0

佐 々木 隠岐前 司 佐 々木 子音高 佐 々木 氏 10 0 鉄 剣 1

普 J恩寺 入 道殿 ]ヒ条 基 El寺 ]ヒ条 氏 10 0 5 0 銀 余り1 厳 王 品3 0 貫

尾 藤二 B rS左衛 門入 道 尾藤 子寅JL ､ 得 宗 被 官 5 0 銀 剣 1 ■馬 1 疋 阿弓ホ陀経 10貰

武 藤イ■審理 亮殿 ]ヒ条 英 El寺 ]ヒ条 氏 2 0 0

若 宮別 当御房 顕弁 ]ヒ条 氏 5 0 銀 剣 1 ■J馬 1 疋

敬 川守 犀廷 甘赤亀顕 実 ]ヒ粂 氏 1 0 0

長 井縫 殿 重臣 長井 貞歪 li th代 1 0 0

南 条左 衛 門 入道 得 宗 被 官 50 銀 剣 1

大 友近 江 守 大友 貞宗 大 友 氏 200

名 越尾 張 召有司殿 名越 高 家 ]ヒ条 ｣≡∈ 5 0 一E5 1 疋

塩 田越 後 守殿 ]ヒ条 氏 5 0 銀 余り1

ラ可越 ≡三-;可前 司 f可越 ｣≡E= 5 0 銀 命り1

江 馬越 前 前 司殿 ]ヒ条 氏 5 0 銀 余lJ 1

左 一一毒助 殿 大仏 貞 直 ]ヒ条 氏 1 00

佐 助備 前 前 司殿 ]ヒ条 氏 5 0 銀 黄rJ 1

m 吾.S棒 大車齢入 道 n ;卜叫恕 摂津 氏 5 b 銀 黄IJ 1 -萄 1 疋

陸奥 守殿 大イム維 貞 ]ヒ条 氏 2 0 0

長 崎 下 野権 守 入道 得宗 被 官 10 0 十 功 徳 品 10二賢

中務 権 大輔 殿 ]ヒ条 氏 1 0 0 銀 黄.J 1

医l幡 ｣喜三吉■S大 夫 5 0 ノ毒 1 スE

上 総 彦鶴 殿 ]ヒ条 氏 10 0

武 蔵 守殿 赤横 寺 日寺 ]ヒ条 氏 2 0 0 授 言己品捧 物 3 0貫

足 不u殿 足利 貞氏 足利 氏 20 0 ぜ去師 品捧 物 3 0 W

三浦 介 = ∴liH-V i 三浦 氏 5 0 銀 余u 1

遠 江 前 司殿 ]ヒ粂 氏 1 0 0

丹 波 前 司殿 ∃ヒ条 氏 50 銀 黄U 1

長 子召淡路 召1)司 上土liji 長子召｣天一 1 0 0 銀 剣 1

信 71農前 司 大 日∃時速 太 田｣三毛 5 0 銀 余rl 1

備 中 二月β左 衛 門尉 50 銀 剣 1

白子可上野 前 司 糸吉城 宗 広 結 城 氏 100

陸奥 入 道殿 塩 田■匡Ⅰ時 ]ヒ条 氏 1 00

｣ ､山下 野前 司 ｣ ､山 貞朝 /J､山氏 10 0

遠 江 左 近大 夫 ;r寄監 殿 常 葉 範ー貞 ]ヒ条 氏 1 0 0 5 0

名越 備 召す前 司殿 ]ヒ条 氏 10 0

尾 弓長左 近大 夫 ;一手監 殿 ■ IL-. ｣ :蝣> i'i ]ヒ条 氏 5 0 銀 剣 1

城 介 殿 安 達 時顕 安逮 氏 10 0 銀 命rJ 1 安 楽 行 品3 0旦

足 利 上 総前 司 吉 良■貞義 足不】J氏 1 0 0 大 刀 l

ノ毒弓長大 寿殿 ｣I:-ft it 1 00
掃 書信頭 入道 殿 長 井宗 秀 長井 氏 200 不 軽 品3 0貫

1 ､111M i｣｣ iW u ] ｣ ､山宗 朝 /J､山 ｣毛 1 0 0

那 須 力口賀入 道 刃rS須 氏 5 0 -罵 1 jE

安 東左 衛 門入 道 キ竹 *l".* 得宗 被 官 5 0 銀 剣 1 一馬 1 疋 散 発 品 10 ]茸

鹿 川 入 道殿 ∃ヒ粂 氏 50 銀 余EJ 1

佐 介 越前 前 司殿 ∃ヒ粂 氏 r-n 銀 剣 1

言宅間 越 後式 書け大 夫 殿 ]ヒ条 氏 1 00

F⊥†りすも 蝣:k i; 斯波 高 経 足 葬り氏 f>0

71く谷井Ej膏β大中甫入道 71く谷 子音有 得 宗 被 官 50 銀 令ll 1

常 陸 前 司 5 0 銀 剣 1

式 吾β伊 勢前 司 50 銀 剣 1

桜 田三 亨可前 司 殿 桜 田 師頼 ]ヒ条 氏 1 00
武 蔵左 近大 夫 ;一字監 殿 ]ヒ森≡氏 5 0 銀 弄り1 蝣E専 1 疋

武 幸 兵 衛 入道 100
大 葬口前 司 字者β宮 頼 房 i蝣m ;丁† 1 00

※紙巾富の老TS合上､銭100貰文もしくは砂金50両以上の献納者に限ラ己して作成した二〇



で
最
も
高
額
な
の
は
､
長
崎
左
衛
門
入
道
　
(
高
綱
｡
法
名
円
喜
)
　
に
よ
る
銭
三

〇
〇
貫
で
あ
る
｡
円
書
は
周
知
の
通
り
､
内
管
領
と
し
て
幕
府
の
実
質
的
最
高

権
力
者
の
地
位
に
あ
っ
た
｡

足
利
貞
氏
は
､
銭
二
〇
〇
貫
と
一
品
経
調
進
費
用
三
〇
貫
を
進
上
し
た
｡
こ

れ
は
北
条
一
門
の
赤
橋
守
時
と
仝
-
同
額
で
あ
る
｡
貞
氏
母
は
北
条
時
茂
女
で

貞
氏
室
は
金
沢
顕
時
女
で
あ
り
､
な
お
か
つ
貞
氏
子
息
高
氏
は
赤
橋
久
時
女
を

(S)

妻
に
し
て
い
る
の
で
､
足
利
氏
は
北
条
一
門
に
準
ず
る
位
置
づ
け
で
こ
の
仏
事

に
参
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

足
利
氏
の
中
で
は
､
当
主
貞
氏
の
他
に
庶
流
の
一
族
も
進
物
を
行
っ
て
お
-
､

足
利
上
総
前
司
(
吉
良
貞
義
)
　
は
砂
金
一
〇
〇
両
及
び
太
刀
一
を
進
上
し
て
い

(S)る
｡
こ
の
時
の
砂
金
の
値
が
'
銭
に
換
算
し
て
何
貫
に
相
当
す
る
か
は
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
､
貞
氏
が
二
〇
〇
貫
を
進
上
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
､
貞

義
が
惣
領
以
上
の
額
を
進
上
し
て
い
る
と
は
考
え
に
-
い
の
で
､
砂
金
一
〇
〇

両
に
太
刀
の
値
を
合
算
し
て
も
､
そ
の
値
は
二
〇
〇
貫
に
達
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
､
長
崎
円
書
と
並
ぶ
幕
府
の
最
高
権
力
者
に
し
て
得

(2)

宗
高
時
の
勇
で
あ
る
安
達
時
顕
が
出
費
し
た
砂
金
1
0
0
両
､
銀
剣
一
の
値
も
､

(
一
品
経
調
進
費
用
三
〇
貫
を
除
け
ば
)
銭
に
換
算
す
る
と
二
〇
〇
貫
に
満
た

ず
､
足
利
氏
に
及
ば
な
い
こ
と
に
な
る
｡
時
顕
の
立
場
か
ら
す
る
と
'
進
物
額

は
円
書
の
三
〇
〇
貫
と
同
等
か
､
あ
る
い
は
高
時
と
の
姻
戚
関
係
を
考
え
て
三

〇
〇
貫
を
上
回
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
か
と
思
え
る
の
で
'
こ
の
数
値
に
は
違

和
感
を
覚
え
る
｡
し
か
し
安
達
氏
の
女
性
で
あ
る
高
時
母
(
大
童
泰
宗
女
)
　
や

二
二

高
時
宣
(
時
顕
女
)
　
が
施
主
と
し
て
出
費
し
て
い
る
の
で
､
そ
の
分
を
考
慮
す

(8)

る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

砂
金
の
値
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
解
釈
が
妥
当
で
あ
れ
ば
､
貞
氏
の
出
し

た
二
〇
〇
貫
は
､
長
崎
円
書
の
三
〇
〇
貫
に
次
ぐ
高
額
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
｡
二
〇
〇
貫
を
進
上
し
て
い
る
の
は
､
貞
氏
の
他
に
は
北
条
氏
で
武
藤
修
理

亮
(
北
条
英
時
)
､
陸
奥
守
(
大
仏
維
貞
)
､
武
蔵
守
(
赤
橋
守
時
)
'
北
条
氏
以

外
で
大
友
近
江
守
(
大
友
貞
宗
)
､
熊
野
別
当
(
走
遍
)
､
掃
部
頭
入
道
　
(
長
井

宗
秀
)
　
で
あ
る
｡
こ
の
内
､
貞
氏
と
赤
橋
守
時
と
長
井
宗
秀
が
言
m
経
調
進
費

用
と
し
て
三
〇
貫
を
上
乗
せ
し
て
い
る
の
で
､
こ
の
三
人
の
出
費
は
そ
れ
ぞ
れ

(S)

合
計
二
三
〇
貫
に
な
る
｡
貞
氏
の
こ
の
仏
事
に
お
け
る
進
物
額
は
'
長
崎
円
喜

に
次
い
で
最
高
水
準
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

以
上
､
本
章
を
通
じ
て
見
て
き
た
事
例
か
ら
､
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
､
幕
府
御
家
人
に
課
せ
ら
れ
た
造
営
役
や
得
宗
家
主
催
の
仏
事
に
お
い

て
､
足
利
氏
は
北
条
氏
に
次
い
で
莫
大
な
額
を
出
費
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
｡
こ
れ
ら
の
負
担
に
耐
え
う
る
足
利
氏
の
経
済
力
は
極
め
て
高
-
､
外
様

御
家
人
の
中
で
は
最
も
富
裕
な
階
層
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
鎌
倉
時
代
を

通
じ
て
こ
の
経
済
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
､
諸
国
に
散
在
す
る

多
-
の
所
領
群
が
財
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
同
時
に
､
こ
れ
ら
の
所
領
を
管

3晒E

理
で
き
る
規
模
の
家
政
機
関
が
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
｡



第
二
章
　
鎮
阿
寺
一
切
経
会
に
お
け
る
支
出
に
つ
い
て

本
章
で
は
､
足
利
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
下
野
国
鍍
阿
寺
に
お
い
て
'
足
利

義
兼
遠
忌
仏
事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
一
切
経
会
を
と
り
あ
げ
､
足
利
氏
の

家
政
運
営
に
お
け
る
収
支
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
｡第

一
節
　
足
利
氏
と
l
切
経

一
切
経
(
大
蔵
経
)
　
は
､
仏
教
界
に
お
い
て
非
常
に
権
威
の
あ
る
経
典
で
あ

(S)る
｡
高
橋
憤
一
朗
氏
に
よ
れ
ば
､
中
世
社
会
に
お
い
て
は
'
1
切
経
の
通
仏
教

的
な
権
威
は
世
俗
の
権
力
を
高
め
る
為
に
も
利
用
さ
れ
た
｡
鎌
倉
と
そ
の
周
辺

の
一
切
経
保
有
寺
院
は
､
将
軍
家
･
北
条
氏
･
安
達
氏
ゆ
か
り
の
諸
寺
院
に
限

ら
れ
て
い
た
　
(
鶴
岡
八
幡
宮
･
永
福
寺
･
勝
長
寿
院
･
大
慈
寺
･
建
長
寺
･
称

名
寺
･
大
仏
･
無
量
寿
院
･
桧
谷
寺
)
｡

一
切
経
は
､
そ
れ
を
保
有
す
る
寺
院
の
寺
格
の
高
さ
を
示
す
象
徴
で
あ
-
､

一
切
経
を
供
養
す
る
一
切
経
会
は
､
幕
府
及
び
幕
府
関
係
の
有
力
者
が
推
進
す

(rj,

る
権
威
あ
る
事
業
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
鶴
岡
八
幡
宮
に
一
切
経
が
施
入
さ
れ
た

の
は
'
建
久
五
年
(
二
九
四
)
　
の
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
足
利
義
兼
夫
妻
の

(
2
5
)

書
写
と
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

と
こ
ろ
で
､
一
切
経
が
保
有
者
の
権
威
を
高
め
る
理
由
と
い
う
の
は
'
経
典

そ
れ
自
体
の
宗
教
的
な
権
威
の
強
さ
に
由
来
す
る
こ
と
に
加
え
て
､
輸
入
に
し

鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
事
情

ろ
書
写
に
し
ろ
､
そ
の
整
備
に
は
多
-
の
費
用
や
労
力
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い

(｣)

う
こ
と
に
も
よ
る
｡
つ
ま
り
､
一
切
経
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
､
そ
れ
だ
け
で
か
な
-
の
政
治
力
と
経
済
力
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
｡時

代
は
下
る
が
､
室
町
将
軍
以
下
の
幕
府
要
人
が
朝
鮮
通
交
に
お
い
て
主
た

る
目
的
と
し
た
の
は
､
高
麗
版
大
蔵
経
の
入
手
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
応
永
の
外

冠
以
後
､
朝
鮮
側
は
遣
使
者
の
資
格
に
制
限
を
加
え
､
大
蔵
経
の
求
請
に
も
日

本
国
王
･
琉
球
国
王
･
管
領
家
･
大
内
氏
･
宗
氏
以
外
に
は
応
じ
な
い
よ
う
に

な
っ
た
｡
そ
こ
で
､
遣
使
の
資
格
を
持
た
な
い
日
本
側
の
海
商
達
は
､
偽
便
を

1

∵

､

立
て
て
ま
で
こ
れ
を
入
手
し
ょ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
｡
千
金
を
積
ん
だ
と
し

て
も
､
政
治
的
に
高
い
地
位
に
な
け
れ
ば
大
蔵
経
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
か
な

わ
な
か
っ
た
｡
室
町
時
代
の
日
朝
通
交
に
お
け
る
話
で
は
あ
る
が
'
こ
の
事
例

に
よ
っ
て
も
一
切
経
の
本
来
的
な
価
値
の
重
さ
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

で
は
､
一
切
経
の
経
済
的
な
価
値
は
､
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
数
値
で
表
せ

る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
田
中
稔
氏
は
､
安
達
時
顕
が
大
和
国
法
華
寺
に
施
入
し
た

(8)

宋
版
一
切
経
に
つ
い
て
そ
の
値
を
推
算
し
た
が
､
こ
れ
に
よ
る
と
､
鎌
倉
時
代

の
1
切
経
は
安
-
見
積
も
っ
て
も
銭
三
〇
〇
貫
以
上
で
あ
-
､
舶
載
品
で
あ
る

こ
と
の
希
少
性
を
鑑
み
れ
ば
そ
の
値
は
よ
り
一
層
上
が
る
も
の
と
さ
れ
た
｡
田

中
氏
は
､
こ
の
こ
と
か
ら
時
顕
が
非
常
に
高
い
経
済
力
を
有
し
て
い
た
と
評
価

し
た
｡
よ
っ
て
､
同
様
に
一
切
経
を
施
入
し
て
い
た
足
利
氏
の
経
済
力
も
相
当

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
｡

足
利
氏
は
'
鶴
岡
八
幡
宮
の
他
に
菩
提
寺
で
あ
る
下
野
国
鍍
阿
寺
に
も
一
切

二
三



経
を
施
入
し
た
｡
『
鍍
阿
寺
樽
崎
縁
起
井
仏
事
次
第
』
に
よ
れ
ば
施
人
は
義
氏
の

(S)

頃
に
行
わ
れ
'
そ
の
後
､
家
時
の
文
永
年
中
に
1
切
経
会
が
開
始
さ
れ
た
O
　
こ

の
法
会
は
三
月
八
日
の
足
利
義
兼
忌
日
に
開
催
さ
れ
､
舞
楽
と
畳
菜
羅
供
を
行

う
も
の
で
あ
っ
た
が
､
｢
為
大
儀
､
法
会
無
程
退
転
｣
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
｡

ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
､
次
節
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

第
二
節
　
理
阿
寺
1
切
経
会
の
興
隆
と
退
転

金
剛
山
鎮
阿
寺
は
'
現
栃
木
県
足
利
市
豪
富
町
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
で
､
足

利
義
兼
の
護
持
僧
で
あ
っ
た
理
真
上
人
を
開
山
と
L
t
建
久
七
年
(
二
九
六
)

(
3
0
)

に
創
建
さ
れ
た
｡
こ
の
時
点
で
の
鍍
阿
寺
の
性
格
は
義
兼
の
私
的
な
持
仏
堂
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
'
義
兼
没
後
'
そ
の
子
義
民
が
天
福
二
年
(
二
一

三
四
)
　
父
母
追
善
の
為
大
御
堂
を
造
営
し
て
以
降
'
足
利
氏
の
菩
提
寺
と
し
て

本
格
的
に
発
展
し
た
｡

鎮
阿
寺
で
は
､
足
利
荘
公
文
所
並
び
に
荘
内
の
郷
々
か
ら
ま
か
な
わ
れ
た
供

料
に
よ
っ
て
源
義
国
･
足
利
義
康
･
義
兼
･
義
民
の
供
養
行
事
が
行
わ
れ
て
い

た
が
'
そ
の
中
で
も
願
主
義
兼
忌
日
仏
事
が
特
に
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
｡
仏
事

用
途
の
総
額
は
､
『
鎮
阿
寺
文
書
』
所
収
仁
治
二
年
(
1
二
四
l
)
二
月
二
九
日

付
足
利
義
氏
仏
事
用
途
配
分
状
(
『
鎌
』
五
七
六
五
号
)
に
よ
る
と
六
貫
五
六
文

で
あ
っ
た
｡

義
民
に
続
い
て
､
義
氏
の
子
泰
氏
か
ら
曾
孫
家
時
の
代
に
か
け
て
銀
阿
寺
に

は
度
々
規
式
が
下
さ
れ
､
足
利
氏
が
寺
内
組
織
の
整
備
と
寺
の
発
展
に
力
を
注

(S)

い
で
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
｡
1
切
経
会
も
､
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
鎮

二
四

阿
寺
の
寺
格
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
足
利
氏
当
主
の
意
図
の
も
と
に
'
願
主

義
兼
忌
日
と
結
び
つ
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

(S)

鍍
阿
寺
1
切
経
会
の
始
ま
-
は
､
泰
氏
の
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
｡
内

容
や
規
模
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
､
基
本
的
な
構
成
は
従
前
の
忌
日
仏
事

と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
-
､
里
奈
羅
供
の
行
法
に
経
供
養
が
組
み
込
ま
れ
た
も

蝣

7

n

I

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
の
が
家
時
で
あ
っ
た
｡
し
か
し

前
述
し
た
通
-
､
こ
の
法
会
は
家
時
の
代
で
退
転
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

鎌
倉
期
鍍
阿
寺
の
諸
法
会
や
堂
宇
修
造
'
並
び
に
足
利
荘
内
各
郷
に
割
-
当
て

ら
れ
た
供
料
の
詳
細
等
を
伝
え
る
記
録
で
あ
る
『
郷
々
寺
役
記
』
　
に
'
一
切
経

会
退
転
の
経
緯
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
'
引
用
し
っ
つ
そ
の
事
情
を

(
3
4
)

検
討
し
て
み
る
｡

一
　
三
月
八
日
経
会
事

被
行
始
事
者
文
永
七
年
相
､
被
留
尊
者
弘
安
九
年
胴
､
此
経
会
被
留
事
者
､

会
式
者
舞
楽
星
茶
羅
供
'
如
法
如
説
之
法
会
也
､
廿
貫
文
科
銭
鏡
仏
性
燈

油
･
壇
敦
等
代
､
舞
習
十
五
ケ
日
'
l
日
別
一
度
､
雑
掌
･
同
楽
人
等
相

ノ

ル

二

節
'
試
楽
･
会
日
両
日
楽
屋
之
雑
掌
舞
装
束
借
用
之
賃
､
舞
禄
､
令
　
支

配
猶
以
不
足
也
'

一
切
経
会
が
始
め
ら
れ
た
の
は
文
永
七
年
(
〓
1
七
〇
)
　
の
こ
と
で
あ
-
､
断

絶
し
た
の
は
弘
安
九
年
(
二
一
八
六
)
　
の
こ
と
で
あ
る
.
会
式
は
'
舞
楽
と
里

奈
羅
供
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
｡
宇
治
平
等
院
の
一
切
経
会
舞
楽
に
み
る

(S)

よ
う
に
､
1
切
経
会
と
舞
楽
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
｡
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
や

勝
長
寿
院
に
お
け
る
一
切
経
会
に
お
い
て
も
'
盛
大
な
舞
楽
が
開
催
さ
れ
て
い



(
3
6
)た

｡『
足
利
庄
鎮
阿
寺
』
所
載
『
舞
日
記
』
に
よ
る
と
､
鎮
阿
寺
l
切
経
会
の
式
次

第
は
､
『
舞
楽
要
録
』
に
見
え
る
平
等
院
1
切
経
会
の
式
次
第
と
一
致
し
て
い
る

(
調
子
1
迎
衆
僧
1
導
師
光
願
参
上
1
供
花
1
唄
1
散
花
大
行
道
-
讃
1
焚
音

(S)

1
錫
杖
1
導
師
光
願
退
下
)
.
平
等
院
1
切
経
会
の
舞
楽
法
要
は
､
経
蔵
･
舞

台
･
楽
屋
･
桟
敷
御
所
を
会
場
と
す
る
'
舞
楽
四
箇
法
要
の
基
本
形
を
ふ
ま
え

<3j

て
執
行
さ
れ
た
大
法
会
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
と
同
等
の
大
規
模
な
も
の
と
ま
で
は

い
か
な
-
と
も
'
同
じ
式
次
第
で
開
催
す
る
か
ら
に
は
､
体
裁
を
整
え
る
だ
け

で
も
相
当
の
費
用
が
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
更
に
舞
師
･
伶
人
を
鶴
岡
八
幡

宮
楽
所
か
ら
呼
び
寄
せ
て
お
り
(
『
舞
日
記
』
)
'
こ
の
費
用
も
決
し
て
安
-
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
､
足
利
氏
か
ら
下
さ
れ
た
銭
二
〇
貫
と
い
う
の
は
､

金
額
自
体
は
決
し
て
低
-
は
な
い
け
れ
ど
も
､
こ
れ
程
の
大
法
会
を
開
催
す
る

に
は
些
か
少
な
す
ぎ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
｡
実
際
､
仏
性
燈
油
･
壇
敦
等

の
代
金
､
一
五
日
間
の
舞
習
代
以
下
諸
々
に
か
か
る
金
額
は
､
二
〇
貫
で
は
足

り
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

彼

然
間
云
舞
童
之
衣
装
'
云
式
衆
等
之
法
服
'
一
向
供
僧
之
営
為
難
堪
大
営

之
由
'
依
令
言
上
'
如
被
仰
下
着
'
供
僧
所
申
有
其
謂
､
至
会
式
之
具
足

等
･
法
服
･
舞
装
束
者
､
可
有
御
調
下
､
無
所
残
悉
可
注
申
之
由
､
被
仰

下
之
間
､
供
僧
等
成
勇
'
畳
茶
羅
供
道
場
荘
厳
之
道
具
･
庭
上
之
御
具
足

等
･
式
衆
法
服
･
舞
装
束
･
楽
伎
之
具
足
等
大
概
令
注
進
之
処
､
念
可
有

御
計
之
由
､
重
被
仰
下
之
問
う
弥
開
喜
悦
之
眉
之
処
'
下
賜
執
蓋
･
玉
幡

鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
事
情

計
'
自
余
之
具
足
等
雄
未
下
'
今
年
計
卜
各
励
微
力
､
十
六
ヶ
年
之
間
雄

〔
脱
ア
ル
カ
〕

令
勤
仕
､
今
者
計
略
尽
術
之
問
､
如
仰
下
預
御
計
欺
､
不
然
者
以
毎
年
廿

貫
文
銭
三
年
1
度
筒
可
令
勤
仕
欺
之
由
'
雄
言
上
､
付
是
非
不
被
仰
下
之

間
､
弘
安
九
年
脈
経
会
空
而
罷
過
畢
､

そ
の
上
舞
童
の
衣
装
と
式
衆
の
法
服
は
す
べ
て
供
僧
の
負
担
と
さ
れ
た
の
で
､

と
て
も
や
-
-
-
し
き
れ
な
い
旨
を
家
時
に
訴
え
た
と
こ
ろ
'
不
足
分
が
至
急

用
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
-
'
供
僧
は
愁
眉
を
開
い
た
｡
し
か
し
､
実
際
は
執

蓋
･
玉
幡
の
下
賜
が
あ
っ
た
の
み
で
､
そ
の
他
は
下
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た

と
い
う
｡
供
僧
は
そ
れ
も
今
年
ば
か
-
の
我
慢
と
､
一
六
年
間
に
渡
っ
て
法
会

を
勤
任
し
て
き
た
｡

『
鍍
阿
寺
文
書
』
所
収
文
永
八
年
(
二
一
七
一
)
三
月
一
五
日
付
高
重
民
書
状

(
『
鎌
』
一
〇
七
九
九
号
)
　
に
よ
れ
ば
'
足
利
氏
家
宰
高
重
民
は
､
鎮
阿
寺
学
頭

明
仏
に
宛
て
て
こ
の
年
の
一
切
経
会
が
無
事
遂
行
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
供
僧

の
働
き
を
労
い
､
明
仏
の
忠
節
を
賞
す
る
家
時
の
意
を
伝
え
て
い
る
｡
先
に
見

た
よ
う
な
財
政
難
を
背
景
に
考
え
る
と
'
法
会
開
催
に
向
け
て
の
努
力
が
並
大

抵
の
も
の
で
は
な
い
と
察
せ
ら
れ
､
明
仏
に
対
す
る
足
利
氏
の
謝
意
に
も
､
文

面
以
上
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

と
は
い
え
､
そ
の
後
財
政
事
情
が
好
転
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
｡
法
会
用
途

二
〇
貫
の
内
訳
は
､
〓
一
貫
二
二
七
文
が
足
利
荘
内
橋
本
郷
役
'
七
貫
八
六
三

文
が
同
借
宿
郷
役
で
あ
っ
た
が
､
文
永
を
過
ぎ
た
頃
で
も
そ
の
予
算
で
仏
布

施
･
諦
経
か
ら
舞
楽
に
か
か
る
全
て
の
用
途
を
計
算
し
て
い
た
こ
と
が
『
郷
々

寺
役
記
』
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
建
治
二
年
(
二
一
七
六
)
　
作
成
の
注
文
か
ら

二
五



知
ら
れ
る
｡

弘
安
九
年
(
一
二
八
六
)
　
に
は
す
っ
か
-
辛
-
-
-
が
つ
か
な
-
な
っ
た
結

果
､
供
僧
は
　
｢
費
用
を
お
は
か
ら
い
い
た
だ
く
か
､
そ
う
で
な
け
れ
ば
毎
年
二

〇
貫
の
銭
を
も
っ
て
三
年
に
1
度
ず
つ
勤
仕
い
た
し
ま
し
ょ
う
｣
と
言
上
し
た
｡

だ
が
そ
れ
に
対
し
て
足
利
氏
の
返
答
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
､
こ
の
年
の
一
切
経
会

は
開
催
さ
れ
な
い
で
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
｡

テ

〔

遥

､

以

下

同

)

次
年
彼
科
銭
被
留
公
文
所
､
三
月
八
日
者
令
遠
期
之
処
'
如
被
仰
下
者
'

不
留
会
式
而
可
申
訴
訟
之
処
､
無
左
右
不
行
経
会
之
条
'
不
可
然
､
又
彼

用
途
留
公
文
所
之
条
､
無
謂
､
念
如
例
入
用
途
於
寺
庫
､
可
行
経
会
之
由

被
仰
下
之
間
､
三
月
八
日
遠
期
皐
､
可
有
如
何
候
覧
之
由
､
擬
令
言
上
之

処
､
四
月
十
三
日
酉
魁
､
為
雷
火
護
摩
堂
･
仮
御
堂
令
炎
上
之
間
'
於
件

用
途
者
'
被
加
造
営
用
途
者
也
､
(
後
略
)

翌
弘
安
一
〇
年
は
'
科
銭
が
公
文
所
に
留
め
ら
れ
た
ま
ま
開
催
日
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
｡
足
利
氏
は
供
僧
の
訴
え
を
認
め
ず
､
法
会
を
行
う
よ
う
に
命
じ
た
が
､

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
､
四
月
二
二
日
に
は
雷
火
の
為
に
護
摩

堂
･
仮
御
堂
が
炎
上
し
て
し
ま
っ
た
｡
こ
の
為
一
切
経
会
用
途
は
､
鍍
阿
寺
再

建
費
用
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

第
三
節
　
足
利
氏
の
財
政
事
情

鎮
阿
寺
供
僧
が
　
｢
以
毎
年
廿
貫
文
銭
三
年
一
度
筒
可
令
勤
仕
欺
｣
と
語
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
､
一
切
経
会
開
催
に
か
か
る
費
用
は
､
最
低
で
も
六
〇

貫
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡
に
も
関
わ
ら
ず
足
利
氏
が
設
定
し

二
六

た
費
用
は
二
〇
貫
に
す
ぎ
ず
'
い
-
ら
供
僧
の
嘆
願
を
受
け
て
も
そ
れ
以
上
の

出
費
は
さ
れ
な
か
っ
た
｡
足
利
氏
の
台
所
事
情
は
､
余
程
苦
し
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
｡

弘
安
年
間
の
足
利
氏
が
置
か
れ
た
政
治
的
状
況
を
考
え
て
み
る
と
､
『
瀧
山

寺
縁
起
』
　
の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
弘
安
七
年
(
二
二
八
四
)
　
六
月
二
五
日
に
家

(8)

時
が
没
L
t
幼
い
貞
氏
が
跡
を
継
い
だ
頃
の
こ
と
で
あ
る
｡
家
時
の
死
は
足
利

(ァ)

氏
と
北
条
得
宗
家
と
の
対
立
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
-
'
翌
弘
安
八
年
に
は

霜
月
騒
動
が
起
こ
-
､
足
利
氏
は
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
る
｡
一
切

経
会
の
退
転
に
は
､
こ
の
よ
う
な
足
利
氏
内
部
の
問
題
が
影
響
し
て
い
た
と
も

推
測
で
き
る
｡

当
主
貞
氏
自
身
は
若
年
で
あ
っ
て
も
､
家
政
の
状
況
は
家
事
高
氏
に
よ
っ
て

(3)

よ
-
支
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
､
焼
亡
し
た
鎖
阿
寺
大
御
堂
の
再
建

事
業
は
直
ち
に
開
始
さ
れ
る
と
い
う
訳
に
は
い
か
ず
'
正
応
五
年
(
T
二
九
二
)

に
始
ま
り
正
安
元
年
(
一
二
九
九
)
　
に
上
棟
し
た
｡
そ
の
間
'
い
つ
の
こ
と
か

は
定
か
で
は
な
い
が
､
大
御
堂
造
営
事
業
が
遅
れ
て
い
る
の
で
､
重
ね
て
一
〇

(3)

○
貫
を
鎖
阿
寺
に
寄
進
す
る
と
い
う
内
容
の
貞
氏
寄
進
状
が
残
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
度
々
の
援
助
が
あ
っ
て
'
鎖
阿
寺
の
再
建
事
業
は
完
遂
さ
れ
た
｡

そ
の
後
'
貞
氏
は
'
称
名
寺
金
堂
造
営
　
(
文
保
元
年
八
二
二
一
七
)
作
事
始

(3)

⊥
冗
亨
元
年
八
一
三
二
一
)
伽
藍
完
成
)
　
の
為
に
材
木
を
用
立
て
て
い
る
｡
称

名
寺
は
金
沢
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
が
'
時
の
当
主
金
沢
貞
顕
は
､
貞
氏
に
と
っ

て
は
妻
の
兄
に
あ
た
る
｡
妻
の
実
家
の
菩
提
寺
の
為
に
財
政
的
な
協
力
を
し
て

い
た
史
料
が
見
ら
れ
る
反
面
､
再
建
後
の
鎮
阿
寺
に
お
い
て
､
鎌
倉
時
代
の
間



一
切
経
会
の
復
興
は
つ
い
に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
｡

鍍
阿
寺
1
切
経
会
は
､
前
述
し
た
よ
う
に
家
時
期
に
整
え
ら
れ
'
家
時
没
後

ま
も
な
-
衰
退
し
た
行
事
で
あ
っ
た
が
'
家
時
の
代
で
さ
え
二
〇
貫
以
上
の
出

費
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡
こ
の
金
額
を
､
他
寺
と
比
較
し
て
考
え
て
み
た
い
｡

例
え
ば
円
覚
寺
で
は
､
弘
安
七
年
(
二
一
八
四
)
年
中
寺
用
と
し
て
米
一
五
六

九
石
八
斗
､
銭
一
六
三
四
貫
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
､
こ
の
内
正
月
修
正
料
二

〇
貫
を
は
じ
め
と
し
て
'
主
な
仏
事
に
か
か
る
費
用
は
1
五
～
二
〇
貫
の
間
で

設
定
さ
れ
て
い
た
｡
ち
な
み
に
'
北
条
時
宗
月
忌
用
途
は
毎
月
二
貫
定
で
'
一

m

年
で
二
四
貫
か
か
る
｡

鎮
阿
寺
で
は
'
前
述
の
よ
う
に
1
切
経
会
以
前
の
足
利
義
兼
忌
日
仏
事
に
か

け
て
い
た
費
用
は
六
貫
五
六
文
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
と
比
べ
れ
ば
､
二
〇
貫
と
い

う
金
額
は
三
倍
以
上
で
あ
る
｡
勿
論
､
舞
楽
を
組
み
込
ん
だ
一
切
経
会
程
の
規

模
の
法
会
を
二
〇
貫
以
内
で
開
催
し
ょ
う
と
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
よ
う
だ

が
'
不
足
で
あ
る
と
い
う
訴
え
を
受
け
て
も
増
額
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
'
菩
提

寺
に
お
け
る
供
養
仏
事
の
為
に
動
か
せ
る
予
算
と
し
て
は
こ
れ
が
上
限
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
｡
に
も
関
わ
ら
ず
足
利
氏
が
一
切
経
会
及
び
舞
楽
に
こ
だ
わ
っ
た

理
由
は
､
政
治
史
的
な
観
点
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
､
紙
幅
の

都
合
も
あ
り
財
政
の
問
題
か
ら
も
離
れ
る
の
で
'
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
で
お
-
｡

こ
の
よ
う
に
'
有
力
御
家
人
と
し
て
そ
の
政
治
的
立
場
を
高
-
評
価
さ
れ
､

内
裏
･
寺
社
造
営
役
等
で
課
せ
ら
れ
る
重
い
負
担
に
も
耐
え
る
経
済
力
を
持
っ

て
い
た
足
利
氏
で
さ
え
､
自
ら
の
菩
提
寺
に
お
け
る
仏
事
費
用
二
〇
貫
を
廻
っ

て
供
僧
側
と
静
い
を
起
こ
し
て
い
た
O
そ
の
7
万
で
､
鎌
倉
で
は
北
条
得
宗
家

鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
事
情

の
貞
時
二
二
回
忌
仏
事
の
よ
う
に
'
四
〇
〇
〇
貫
以
上
の
金
額
を
費
や
す
盛
大

な
法
会
が
開
催
さ
れ
､
そ
の
為
に
貞
氏
は
二
三
〇
貫
も
の
進
物
を
用
意
し
た
｡

鍍
阿
寺
供
僧
と
の
問
で
出
す
出
さ
な
い
で
長
年
争
っ
て
い
た
二
〇
貫
の
一
〇

倍
以
上
の
金
額
が
､
貞
時
の
霊
前
に
捧
げ
る
為
に
一
日
に
し
て
費
や
さ
れ
た
｡

こ
の
こ
と
は
'
得
宗
家
と
の
関
係
維
持
に
意
を
尽
-
さ
ね
ば
な
ら
な
い
当
時
の

外
様
御
家
人
の
立
場
を
よ
-
物
語
っ
て
い
よ
う
｡
と
は
い
え
'
幕
府
や
将
軍
家

の
為
な
ら
ば
ま
だ
し
も
'
得
宗
家
に
対
し
て
こ
れ
程
の
出
費
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
は
､
単
に
家
政
経
済
に
打
撃
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
'
精
神
的
に

も
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
｡

お

わ

り

に

鎌
倉
時
代
の
足
利
氏
の
経
済
力
は
高
い
水
準
に
あ
り
､
鎌
倉
御
家
人
の
中
で

も
上
位
に
位
置
し
て
い
た
｡
関
東
御
公
事
の
負
担
額
や
北
条
得
宗
家
仏
事
で
の

進
物
の
額
を
見
る
と
､
足
利
氏
は
か
な
-
の
経
済
力
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
｡
ま
た
､
鶴
岡
八
幡
宮
や
鎮
阿
寺
に
一
切
経
を
施
入
し
て
い
た
こ
と
も
'

足
利
氏
の
経
済
力
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
す
根
拠
と
な
ろ
う
｡
し
か
し
そ
の
よ

う
な
家
に
お
い
て
も
､
菩
提
寺
の
法
会
に
か
け
る
費
用
と
し
て
の
上
限
は
二
〇

貫
程
度
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
､
開
院
内
裏
や
六
条

八
幡
宮
造
営
に
お
け
る
数
百
貫
単
位
の
賦
課
額
が
'
い
か
に
重
い
負
担
で
あ
っ

た
か
が
察
せ
ら
れ
よ
う
｡

こ
れ
ら
の
出
費
が
た
だ
足
利
氏
に
と
っ
て
の
み
床
刻
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い

二
七



こ
と
は
､
千
葉
氏
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
｡
開
院
内
裏
造
営
に
お
い
て
､

千
葉
氏
が
五
〇
〇
貫
相
当
以
上
の
負
担
で
あ
る
西
村
造
営
を
課
せ
ら
れ
た
時
､

千
葉
亀
若
丸
は
は
じ
め
分
担
の
変
更
を
訴
え
た
け
れ
ど
も
聞
き
届
け
ら
れ
ず
'

泣
-
泣
-
こ
の
造
営
役
を
負
わ
さ
れ
た
　
(
延
長
元
年
五
月
二
七
日
付
平
亀
若
丸

(3)

請
文
案
へ
『
双
紙
要
文
』
紙
背
文
書
九
号
)
)
｡

そ
う
で
あ
っ
て
も
御
家
人
達
が
こ
れ
ら
の
負
担
を
受
け
入
れ
た
の
は
､
関
東

御
公
事
で
あ
-
'
内
裏
や
将
軍
家
ゆ
か
-
の
寺
社
造
営
に
関
わ
る
負
担
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
｢
鎌
倉
中
｣
御
家
人
に
と
っ
て
､
負
役
以
外
に
も
幕
府
行
事

へ
の
参
加
等
に
か
か
る
出
費
も
含
め
て
､
時
に
想
定
外
の
高
額
な
出
費
が
強
い

ら
れ
る
の
は
､
あ
る
程
度
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は
い
え
､
家
政

を
や
-
く
り
す
る
上
で
は
厳
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

負
役
や
行
事
等
に
関
わ
る
支
出
を
抜
き
に
考
え
て
も
､
都
市
鎌
倉
に
お
い
て

は
た
だ
生
活
す
る
だ
け
で
も
相
当
の
費
用
が
か
か
る
の
で
あ
-
､
｢
鎌
倉
中
｣
の

格
付
け
に
あ
る
御
家
人
の
中
に
は
'
財
政
上
の
理
由
か
ら
｢
鎌
倉
駐
在
者
を
限

定
し
て
代
官
を
活
用
し
て
い
-
｣
場
合
も
出
て
-
る
こ
と
が
秋
山
哲
雄
氏
に

(S)

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
は
､
御
家
人
が
鎌
倉
に
お
け
る
諸

香
役
を
つ
と
め
な
が
ら
も
､
で
き
る
だ
け
余
計
な
支
出
を
切
-
つ
め
よ
う
と
し

て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
｡
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
､
北
条
貞
時
一

三
回
忌
供
養
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
'
鎌
倉
末
期
に
至
っ
て
外
様
御
家
人
が
得

宗
と
の
関
係
を
維
持
す
る
為
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
金
額
は
'
恐
ら
-
足
利

氏
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
御
家
人
に
と
っ
て
通
常
の
支
出
を
造
か
に
上
回
る
も

の
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
が
原
因
で
得
宗
へ
の
不
満
が
募
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

二
八

も
､
充
分
あ
-
得
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
｡

･
王

壬
【
口

(
1
)
　
『
倉
持
文
書
』
所
収
年
紀
未
詳
足
利
氏
所
領
奉
行
番
文
(
『
鎌
倉
遺
文
』
(
以
下
『
鎌
』
)

一
八
四
四
七
号
)
0

(
2
)
　
『
北
条
氏
系
譜
人
名
辞
典
』
　
(
新
人
物
往
来
社
'
二
〇
〇
l
年
)
　
｢
北
条
氏
所
領
三
見
｣

に
よ
れ
ば
'
北
条
氏
領
と
し
て
　
(
得
宗
領
､
他
北
条
氏
領
'
被
宮
人
領
合
わ
せ
て
)
計

五
五
二
箇
所
が
検
出
さ
れ
て
い
る
｡
他
御
家
人
の
所
領
で
は
､
例
え
ば
入
来
院
渋
谷
氏

に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
一
二
箇
所
の
所
領
が
確
認
で
き
､
千
葉
氏
の
所
領
に

つ
い
て
は
､
建
長
年
間
で
千
葉
･
鎌
倉
･
京
都
の
所
領
の
他
､
下
総
･
伊
賀
両
国
守
護

職
､
小
城
郡
'
薮
田
郷
を
確
認
で
き
る
(
井
上
聡
｢
御
家
人
と
荘
園
公
領
制
｣
(
五
味
文

彦
編
『
日
本
の
時
代
史
8
　
京
･
鎌
倉
の
王
権
』
吉
川
弘
文
館
'
二
〇
〇
三
辛
)
)
0

(
3
)
　
『
近
代
足
利
市
史
　
第
一
巻
』
　
(
足
利
市
史
編
さ
ん
委
員
会
'
一
九
七
七
年
)
第
二
編

第
二
章
｢
源
姓
足
利
氏
の
発
展
｣
　
(
小
谷
俊
彦
氏
執
筆
)
一
八
六
頁
｡

(
4
)
　
そ
の
後
正
元
元
年
(
一
二
五
九
)
　
に
も
炎
上
L
T
以
後
は
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
　
(
太

田
静
六
『
寝
殿
道
の
研
究
』
第
七
章
第
二
節
｢
建
暦
･
建
長
御
造
営
開
院
内
裏
の
研
究
｣

(
吉
川
弘
文
館
ー
一
九
八
七
年
V
t
　
野
口
孝
子
｢
開
院
内
裏
の
空
間
領
域
-
領
域
と
諸
門

の
機
能
～
｣
(
『
日
本
歴
史
』
六
七
四
､
二
〇
〇
四
年
)
)
｡

(
5
)
　
『
吾
妻
鏡
』
　
(
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
'
以
下
同
)
　
延
長
二
年
三
月
1
日
条
.

(
6
)
　
目
録
に
お
い
て
は
基
本
的
に
建
物
の
格
式
と
記
載
順
序
が
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
考

え
た
が
､
渡
廊
や
御
車
寄
等
､
独
立
し
た
殿
舎
で
は
な
い
も
の
は
考
慮
か
ら
外
し
た
｡

(
7
)
　
川
上
貢
『
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
』
第
一
編
第
三
章
｢
冷
泉
富
小
路
殿
の
建
築
｣
(
塞

水
書
房
'
一
九
六
七
年
｡
引
用
は
新
訂
版
(
中
央
公
論
美
術
出
版
､
二
〇
〇
五
年
)
に

ょ
る
)
　
六
一
-
六
八
頁
｡

(
8
)
　
『
千
葉
県
の
歴
史
』
｢
資
料
編
　
中
世
2
｣
､
一
九
九
七
年
｡

(
9
)
　
石
井
進
｢
｢
日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
｣
　
の
世
界
-
｢
双
紙
要
文
｣
紙
背
文
書
を
中
心
に
｣

(
小
川
信
編
『
中
世
古
文
書
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
'
一
九
九
一
年
｡
の
ち
『
石
井
進
著

作
集
　
第
七
巻
』
岩
波
書
店
'
二
〇
〇
五
年
に
収
録
)
一
六
四
頁
～
｡



(
S
)
海
老
名
尚
･
福
田
豊
彦
｢
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
』
｢
六
条
八
幡
宮
造
営
注
文
｣

に
つ
い
て
｣
(
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
四
五
㌧
一
九
九
二
年
)
0

(
:
=
サ
四
五
七
七
貫
を
一
二
三
名
(
一
二
口
)
で
分
担
し
て
い
る
｡
な
お
｢
鎌
倉
中
｣
と

は
､
｢
鎌
倉
に
邸
宅
を
構
え
て
鎌
倉
内
の
諸
香
役
を
示
す
よ
う
な
l
族
を
示
す
､
一
種
の

格
付
け
｣
と
さ
れ
(
註
1
0
海
老
名
･
福
田
論
文
)
､
秋
山
哲
雄
氏
は
更
に
こ
の
概
念
を
詳

し
-
検
討
し
て
こ
の
｢
鎌
倉
中
｣
と
は
あ
-
ま
で
も
｢
一
種
の
格
付
け
｣
で
あ
-
'
｢
御

家
人
本
人
が
鎌
倉
に
い
る
必
要
は
な
い
｣
と
し
た
(
｢
都
市
鎌
倉
の
東
国
御
家
人
｣
(
『
ヒ

ス
ト
リ
ア
』
一
九
五
㌧
二
〇
〇
五
年
)
)
｡

(
2
)
義
民
跡
の
二
〇
〇
貫
の
他
､
｢
鎌
倉
中
｣
畠
山
上
野
入
道
(
泰
国
)
跡
に
二
五
貰
'
｢
上

野
国
｣
桃
井
三
郎
(
頼
氏
)
跡
に
五
貫
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
｡

(
2
)
安
田
元
久
｢
『
関
東
御
公
事
』
考
｣
(
『
御
家
人
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
'
1
九
八
一

年
)
｡

(
3
)
註
10
海
老
名
･
福
田
論
文
｡

(
S
)
九
州
の
御
家
人
の
場
合
'
蒙
古
合
戦
に
際
し
異
国
警
固
番
役
が
課
せ
ら
れ
た
分
だ
け

造
営
役
が
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情
も
考
え
ら
れ
る
(
註
1
0
海
老
名
･
福

田
論
文
)
0

19 18 17 16

『
神
奈
川
県
史
』
｢
資
料
編
2
｣
　
(
以
下
『
神
』
)
　
二
三
六
四
号
｡

『
尊
卑
分
脈
』
　
(
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
､
以
下
同
)
｢
足
利
｣
｡

他
に
'
足
利
孫
三
郎
(
斯
波
高
経
)
　
が
砂
金
五
〇
両
を
進
上
し
て
い
る
｡

細
川
重
男
『
鎌
倉
政
権
得
宗
専
制
論
』
(
吉
川
弘
文
館
'
二
〇
〇
〇
年
)
三
二
二
～
三

二
八
頁
｡

『
尊
卑
分
脈
』
｢
秋
田
城
介
｣
｡

貞
氏
の
他
に
も
'
北
条
氏
以
外
で
二
〇
〇
貫
を
出
し
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
見
て
お

こ
う
｡
｢
掃
部
頭
入
道
｣
は
長
井
宗
秀
｡
引
付
頭
人
'
執
奏
､
評
定
衆
､
寄
合
衆
を
歴
任

し
､
貞
時
二
局
時
政
権
に
お
い
て
重
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
　
(
註
1
9
細
川
前
掲
書
六
二

頁
)
｡
｢
大
友
近
江
守
｣
は
大
友
貞
宗
｡
大
友
氏
は
嘉
元
三
年
(
1
三
〇
五
)
貞
宗
の
兄

の
貞
親
(
鎮
西
引
付
)
　
の
時
に
､
北
条
貞
時
の
下
問
を
受
け
て
す
ぐ
さ
ま
翌
徳
治
元
年

豊
後
に
万
寿
寺
を
建
立
し
た
こ
と
か
ら
も
'
そ
の
財
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら

鎌
倉
期
足
利
氏
の
経
済
事
情

れ
る
(
『
豊
鐘
善
鳴
録
』
防
長
史
料
出
版
社
､
一
九
七
九
年
)
｡
｢
熊
野
別
当
｣
に
つ
い
て

は
､
『
熊
野
別
当
代
々
記
』
　
(
『
改
訂
史
結
集
覧
』
)
　
に
よ
れ
ば
熊
野
別
当
の
正
統
は
弘
安

年
間
で
断
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
､
『
太
平
記
』
　
(
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
)
巻
第
五

｢
大
塔
宮
熊
野
落
事
｣
に
熊
野
別
当
走
遍
な
る
人
物
が
登
場
す
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
定

遍
は
｢
無
二
の
武
家
方
｣
で
'
元
弘
の
乱
に
際
し
六
〇
〇
〇
〇
貫
の
勧
賞
を
も
っ
て
大

塔
宮
を
捕
縛
し
ょ
う
と
し
た
｡
こ
の
金
額
は
誇
張
だ
と
し
て
も
､
貞
時
供
養
に
二
〇
〇

貫
進
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
得
宗
家
と
の
接
近
に
熱
心
で
あ
り
'
な
お
か
つ
相
当
の

財
力
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
｡
な
お
'
閑
院
内
裏
及
び
六
条

八
幡
宮
造
営
で
と
-
あ
げ
た
千
葉
氏
に
つ
い
て
は
'
こ
こ
で
は
千
葉
介
が
太
刀
1
と
馬

1
疋
､
千
葉
大
郎
が
白
太
刀
一
と
馬
1
疋
を
進
上
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
｡

福
田
豊
彦
｢
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
足
利
氏
の
家
政
管
理
機
構
｣
　
(
『
日
本
歴
史
』
三
四

七
､
1
九
七
七
年
｡
の
ち
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
5
　
中
世
Ⅰ

鎌
倉
時
代
の
政
治
関
係
文
書
』
吉
川
弘
文
館
､
1
九
八
六
年
に
収
録
)
｡

上
川
通
夫
｢
l
切
経
と
中
世
の
仏
教
｣
(
『
年
報
中
世
史
研
究
』
二
四
㌧
　
1
九
九
九
年
)
O

(
3
)
　
高
橋
慎
一
朗
『
武
家
の
古
都
'
鎌
倉
』
(
山
川
出
版
社
'
二
〇
〇
五
年
)
三
七
-
四
四

頁
｡『

吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
二
月
二
二
日
条
･
鶴
岡
八
幡
宮
文
書
｢
鶴
岡
八
幡
宮
一
切
経

井
両
界
畳
茶
羅
供
養
記
案
｣
･
F
鶴
岡
社
務
記
録
』
･
『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
次
第
』
｡

註
嬰
コ
同
橋
前
掲
書
｡

村
井
孝
介
『
ア
ジ
ア
の
中
の
中
世
日
本
』
第
二
部
Ⅸ
｢
《
倭
人
海
商
》
の
国
際
的
位
置
｣

(
校
倉
書
房
､
一
九
八
八
年
)
　
三
五
二
頁
～
｡

(
2
8
)
　
田
中
稔
｢
秋
田
城
介
時
顕
施
人
の
法
華
寺
一
切
経
に
つ
い
て
｣
　
(
『
大
和
文
化
研
究
』

第
五
巻
六
号
､
1
九
六
〇
年
)
0

『
栃
木
県
史
』
｢
史
料
編
　
中
世
-
｣
　
(
以
下
『
栃
』
)
鍍
阿
寺
文
書
一
二
四
号
｡

『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
､
義
兼
は
建
久
六
年
(
二
九
五
)
三
月
二
三
日
'
東
大
寺

に
て
出
家
O
法
名
鉾
阿
｡
正
治
元
年
(
二
九
九
)
　
三
月
八
日
没
｡

(
3
)
　
『
鎮
阿
寺
文
書
』
所
収
建
長
三
年
三
月
八
日
付
足
利
春
氏
置
文
(
『
鎌
』
七
三
〇
〇
号
)
､

同
文
永
六
年
四
月
日
付
足
利
家
時
置
文
(
『
鎌
』
　
?
〇
四
三
言
P
)
0二

九



K
c
o
)
註
3
1
足
利
泰
氏
置
文
｡

(
S
3
)
永
相
星
｢
鎌
倉
時
代
の
漠
阿
寺
経
営
-
郷
々
寺
役
記
を
通
し
て
-
｣
(
『
栃
木
県
史
研

究
』
二
四
､
一
九
八
三
年
)
七
頁
｡

(
3
)
『
郷
々
寺
役
記
』
と
は
'
鍍
阿
寺
第
一
〇
代
寺
務
性
尊
が
､
そ
の
任
中
の
元
亨
期
か
ら

正
慶
期
の
間
に
､
寺
内
法
会
の
再
興
･
整
備
と
堂
宇
再
建
の
意
図
の
も
と
に
､
文
永
.

永
仁
期
を
上
下
限
と
す
る
寺
内
文
書
･
帳
簿
類
よ
り
抜
書
し
た
注
文
を
'
康
永
二
年

(
1
三
四
三
)
弟
子
の
美
瑛
が
書
写
し
た
記
録
で
あ
る
｡
明
治
1
九
年
二
八
八
六
)
倭

史
館
に
よ
り
影
写
本
が
作
成
さ
れ
た
(
註
軍
水
村
論
文
及
び
『
栃
』
鎖
阿
寺
文
書
に
翻

刻
あ
-
)
0

斉
藤
利
彦
｢
平
等
院
1
切
経
会
と
舞
楽
｣
(
『
仏
教
史
学
研
究
』
四
五
I
二
㌧
二
〇
〇

二
年
)
0

(
3
)
註
R
;
高
橋
前
掲
書
｡

山
越
忍
空
『
足
利
庄
鎮
阿
寺
』
(
鍍
阿
寺
､
一
九
一
二
年
)
､
『
舞
楽
要
録
』
(
『
群
書
類

従
』
一
九
｢
管
弦
部
｣
)
｡

註
3
5
斉
藤
論
文
｡

¥
c
o
)
『
新
編
岡
崎
市
史
』
｢
史
料
編
古
代
中
世
｣
､
1
九
八
三
年
.

本
郷
和
人
｢
霜
月
騒
動
再
考
｣
(
『
史
学
雑
誌
』
二
二
-
一
二
､
二
〇
〇
三
年
)
､
註

1

9
細
川
前
掲
書
四
九
～
五
〇
頁
｡

(
4
1
こ
拙
稿
｢
高
氏
と
上
杉
氏
-
鎌
倉
期
足
利
氏
の
家
政
と
被
官
-
｣
(
『
鎌
倉
遺
文
研
究
』

46　45　44　43　42

一
六
､
二
〇
〇
五
年
)
0

年
末
詳
二
月
1
八
日
付
足
利
貞
氏
寄
進
状
(
『
栃
』
鍍
阿
寺
文
書
八
三
号
)
｡

『
金
沢
文
庫
文
書
』
所
収
年
紀
未
詳
金
沢
貞
顕
書
状
(
『
鎌
』
　
二
六
一
八
三
号
)
0

『
円
覚
寺
文
書
』
所
収
弘
安
七
年
円
覚
寺
中
寺
用
米
銭
走
案
(
『
神
』
九
八
一
号
)
｡

註
8
　
『
千
葉
県
の
歴
史
』
'
註
9
石
井
前
掲
書
1
八
四
頁
～
｡

註
1
 
1
秋
山
論
文
｡


